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(百万円未満切捨) 

１．２０年３月期の連結業績（平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日）  

(1) 連結経営成績 (％表示は対前期増減率)   

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

20年 3月期 １０６,６６５ 4.7 ２１,９１７ 19.0 ２１,８３０ 16.2 １２,９５３ 13.0

19年 3月期 １０１,８９２ 12.2 １８,４１７ 60.5 １８,７７９ 60.3 １１,４６７ 1.8
 

 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

自 己 資 本 
当期純利益率 

総 資 産 
経常利益率 

売 上 高 
営業利益率 

 円  銭 円  銭 ％ ％ ％

20年 3月期 ２６４.９６ － １３.１ １６.５ ２０.５ 

19年 3月期 ２３４.５５ － １２.６ １４.８ １８.１ 

(参考) 持分法投資損益  20年 3月期      －百万円   19年 3月期      －百万円 
 
(2) 連結財政状態 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産 
 百万円 百万円 ％ 円   銭

20年 3月期 １３４,３９６ １０２,１０６ ７６.０ ２,０８８.５６ 

19年 3月期 １３０,４８１ ９６,０７７ ７３.６ １,９６５.１３ 

(参考) 自己資本     20年 3月期    102,106百万円   19年 3月期    96,077百万円 
 
(3) 連結キャッシュ･フローの状況 

 
営業活動による 
キャッシュ・フロー 

投資活動による 
キャッシュ・フロー 

財務活動による 
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物 
期 末 残 高 

 百万円 百万円 百万円 百万円

20年 3月期 ２２,６８２ △    ６,４２１ △    ３,７１１ ４３,２５６ 

19年 3月期 ２０,２９８ △    ４,６７０ △    ６,５６５ ３２,２４５ 

 
２．配当の状況 

 １株当たり配当金 

（基準日） 中間期末 期末 年間 

配当金総額 

（年間） 

配当性向 

（連結） 

純資産配当率 

（連結） 

 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

19年 3月期 １２.５０ １２.５０ ２５.００ １,２２２ １０.７ １.３ 

20年 3月期 ２０.００ ２０.００ ４０.００ １,９５５ １５.１ ２.０ 

21年 3月期 
（予想） 

２０.００ ２０.００ ４０.００  ２０.０  

 

３．２１年３月期の連結業績予想（平成２０年４月１日～平成２１年３月３１日） 
 (％表示は、通期は対前期、第２四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率) 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期連結累計期間 ５７,０００ △3.2 １０,４００ △20.2 １０,５００ △20.3 ６,２００ △22.6 １２６.８２ 

通   期 １０３,０００ △3.4 １６,４００ △25.2 １６,７００ △23.5 ９,８００ △24.3 ２００.４６ 

(財)財務会計基準機構会員
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４．その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 有 

   新規   １社（社名  富社（上海）商貿有限公司） 

  （注）詳細は、6ページ「企業集団の状況」をご覧ください。 
 
(2) 連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の

変更に記載されるもの） 

① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有 

② ①以外の変更        ： 無 

(注）詳細は、14ページ「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」をご覧ください。 
 
(3) 発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数（自己株式を含む）  20年 3月期 48,911,874株   19年 3月期 48,911,874株 

② 期末自己株式数            20年 3月期      23,592株   19年 3月期      20,789株 

(注)１株当たり当期純利益（連結）の算定の基礎となる株式数については、21ページ「１株当たり情報」をご覧ください。 

 
 
（参考）個別業績の概要 
 

１．２０年３月期の個別業績（平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日） 

(1) 個別経営成績 (％表示は対前期増減率)   

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

20年 3月期 ９９,５３１ 4.5 １９,７８９ 17.1 １９,１８１ 12.7 １１,２３６  13.0

19年 3月期 ９５,２４２ 12.9 １６,９０３ 61.8 １７,０１９ 60.6 ９,９４６△ 11.7
 

 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益 

  

 円  銭 円  銭  

20年 3月期 ２２９.８３ －   

19年 3月期 ２０３.４４ －   
 
(2) 個別財政状態 

 総 資 産 純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産 
 百万円 百万円 ％ 円   銭

20年 3月期 １１４,２０６ ８４,８９６ ７４.３ １,７３６.５５ 

19年 3月期 １１０,４５３ ７８,３８３ ７１.０ １,６０３.２２ 

(参考) 自己資本     20年 3月期    84,896百万円   19年 3月期    78,383百万円 

 

２．２１年３月期の個別業績予想（平成２０年４月１日～平成２１年３月３１日） 
 (％表示は、通期は対前期、第２四半期累計期間は対前年同四半期増減率) 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期累計期間 ５４,０００ △2.8 ９,５００ △20.1 ９,７００ △18.0 ５,７００ △20.0 １１６.５９ 

通   期 ９７,０００ △2.5 １５,０００ △24.2 １５,３００ △20.2 ９,０００ △19.9 １８４.０９ 

 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

  本資料に記載されている業績予想等の将来に関する記述は、発表日現在において入手可能な情報を前提としており、実際の業績

は、今後の様々な要因によって大きく変動する可能性があります。 

 業績予想の前提につきましては添付資料の４ページを参照してください。 
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１．経営成績 

（１）経営成績に関する分析 

 ①当期の概況 

当連結会計年度におけるわが国の経済は、原油・原材料価格の高騰や急激な為替変動等による影響が

懸念されたものの、企業収益が総じて高水準を維持し、雇用環境の改善や設備投資・個人消費が底堅く

推移し、総じて景気は緩やかな拡大基調を続けました。また、世界経済は、サブプライムローン問題に

端を発した米国経済減速の顕在化や金融市場不安等により先行きに不透明感が強まったものの、中国・

インド経済の高成長及び欧州経済の堅調さに支えられ、概ね拡大基調を続けました。 
このような環境のなかで、当グループは、市場競争を勝ち抜くため、競合他社製品との差別化、コス

ト削減及び品質強化により製品競争力の向上に努め、高付加価値製品のタイムリーな提供及び販売・

サービス体制の強化により、事業収益の向上に取組んでまいりました。 

具体的施策といたしましては、当グループのコアコンピタンスである「高精度・高速実装技術、精密 

加工技術」の深耕を図り、差別化された新製品ＸＰＦ（高速複合型装着機）及びＮＸＴ（モジュール型 

高速多機能装着機）に搭載可能な高精度モジュールＭ６ＳＰを市場投入し、多様な顧客ニーズに対応で 

きる販売製品構成を充実させ、競合他社との差別化を図るとともに、コスト削減及び高品質の追求によ

り製品競争力の向上に努めてまいりました。販売につきましては、代理店網の拡充及び海外サービスマ

ンの増強等による販売・サービスサポート体制の整備、ならびに顧客密着型総合的ソリューションの提

供により顧客満足度の向上を図り、新興国市場及び新市場の開拓ならびに国内外の新規顧客への拡販に

より、マーケットシェアの拡大に努めてまいりました。また、モノづくりにつきましては、販売機種の

選択と集中による設計図面・調達部品・生産工程の標準化及び戦略的ＶＡ・ＣＤの推進により、コスト

競争力を強化し、更には需要変動に柔軟に対応できる最適調達・高効率生産体制の構築とともに、モノ

づくりを支える人材育成に努めてまいりました。コーポレート・ガバナンスの強化といたしましては、

内部統制システムを確立し、社会的責任（ＣＳＲ）への積極的な対応等、更なる企業価値の向上に努め

ております。 

このような経過のなかで業績につきましては、受注高は 1,092 億 4 千 2 百万円（前期比 12.6％増）、

売上高は 1,066 億 6 千 5 百万円（前期比 4.7％増）、営業利益は 219 億 1 千 7 百万円（前期比 19.0％増）、

経常利益は 218 億 3 千万円（前期比 16.2％増）、当期純利益は 129 億 5 千 3 百万円（前期比 13.0％増）

となりました。 

 

事業の種類別セグメントの概況は次のとおりであります。 

 

１） 電子部品組立機事業 

携帯電話、ノート型パソコン及び薄型テレビ等のエレクトロニクス市場の拡大により、当グループ

の主要顧客である大手携帯電話メーカー、大手ＥＭＳ（電子機器受託生産企業）、ＯＤＭ（設計、製

造受託企業）からの旺盛な設備投資需要に支えられ、主力製品であるＮＸＴの販売が好調に推移いた

しました。売上高は 881 億 2 千万円（前期比 7.6％増）、営業利益は 241 億 1 千 4 百万円（前期比 30.7％

増）となりました。 
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２）工作機械事業 

業界全体として内外需ともに高水準を維持しているものの、当グループの主要顧客である自動車業

界の設備投資が低調に推移したことにより、売上高は 175 億 5 千 9 百万円（前期比 6.1％減）、営業

損益は 5億 4百万円の損失（前期：営業利益 14 億 4 千 9 百万円）となりました。 

 
（注）当連結会計年度から事業の種類別セグメントを変更したため、前期比較に当たっては前期分を

変更後の区分に組替えて行っております。 

 

 ②次期の見通し 

今後の経営環境につきましては、原油・原材料価格の高騰や為替変動、サブプライムローン問題に端

を発した金融市場不安等、先行きに不透明感が強まっているものの、新興国市場の高い経済成長を背景

として、総じて堅調な設備投資需要が見込まれるものと予測しております。 

このような環境のなかで、電子部品組立機事業は、携帯電話、ノート型パソコン及び薄型テレビ等の

エレクトロニクス市場の安定的伸張、更にはカーエレクトロニクス化の進展及び新興国等の成長市場に

おける需要が拡大するものの、業況感の慎重化により設備投資は減速基調で推移するものと予測してお

り、当グループは、市場性の高い製品開発とタイムリーな市場投入により、更なるマーケットシェアの

拡大に努めてまいります。また、工作機械事業は、業界全体としては旺盛な設備投資に支えられ需要が

内外ともに引き続き高水準で推移するものと予想されます。自動車業界の環境対応及び生産拠点拡大に

伴い、設備投資が緩やかな回復基調で推移するものと予測しており、当グループは、自動車関連市場へ

の更なる深耕ならびに海外市場及び建機・エネルギー・環境産業等の開拓により、事業の安定的利益体

質に向け、努めてまいります。 

次期の連結及び個別の業績予想につきましては、次のとおりであります。 
              (単位：百万円未満切捨) 

 連結売上高 連結営業利益 連結経常利益 連結当期純利益

第２四半期連結累計期間 ５７,０００ １０,４００ １０,５００ ６,２００ 

通   期 １０３,０００ １６,４００ １６,７００ ９,８００ 

 個別売上高 個別営業利益 個別経常利益 個別当期純利益

第２四半期累計期間 ５４,０００ ９,５００ ９,７００ ５,７００ 

通   期 ９７,０００ １５,０００ １５,３００ ９,０００ 

 

（２）財政状態に関する分析 

財政状態につきましては、連結総資産合計は、現金及び預金の増加等により前連結会計年度末と比

較し 39 億 1 千 5 百万円増の 1,343 億 9 千 6 百万円となりました。また、連結負債合計は、借入金の減

少等により前連結会計年度末と比較し 21 億 1 千 3 百万円減の 322 億 9 千万円となりました。 

キャッシュ・フローにつきましては、当連結会計年度末における連結ベースの現金及び現金同等物

は、営業活動によるキャッシュ・フローの増加が投資活動によるキャッシュ・フローと財務活動によ

るキャッシュ・フローの減少の合計を上まわり、前連結会計年度末と比較して 110 億 1 千 1 百万円増

の 432 億 5 千 6 百万円となりました。 

営業活動によるキャッシュ・フローにおきましては、営業活動の結果得られた資金は226億 8 千 2 百万円

（前連結会計年度：202 億 9 千 8 百万円）となりました。これは主に、税金等調整前当期純利益の増加、

たな卸資産の減少等のプラス要因が、法人税等の支払額の増加等のマイナス要因を上まわったことに

よるものであります。 
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投資活動によるキャッシュ・フローにおきましては、投資活動の結果使用した資金は64億 2 千 1 百万円（前

連結会計年度：△46 億 7 千万円）となりました。これは主に投資有価証券の取得によるものでありま

す。 

財務活動によるキャッシュ・フローにおきましては、財務活動の結果使用した資金は37億 1 千 1 百万円（前

連結会計年度：△65 億 6 千 5 百万円）となりました。これは主に長期借入金の返済によるものであり

ます。 

 

なお、キャッシュ･フロー指標のトレンドは次のとおりであります。 
 

 
第 58 期 

平成 16 年 3 月期

第 59 期 

平成 17 年 3 月期

第 60 期 

平成 18 年 3 月期

第 61 期 

平成 19 年 3 月期 

第 62 期 

平成 20 年 3 月期

自己資本比率(％) 70.1 67.6 69.9 73.6 76.0 

時価ベースの自己資本比率(％) 66.7 49.1 85.6 71.7 75.5 

債務償還年数(年) － 3.7 3.7 0.8 0.6 

インタレスト･カバレッジ･レシオ(倍) － 32.7 35.7 99.0 125.7 

(注) １.上記各指標の算式は次のとおりであります。 

自己資本比率：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

債務償還年数：有利子負債／営業活動によるキャッシュ･フロー 

インタレスト･カバレッジ･レシオ：営業活動によるキャッシュ･フロー／利払い 

２.各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。 

３.株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式数(自己株式控除後)により算出しております。 

４.営業活動によるキャッシュ･フローは、連結キャッシュ･フロー計算書の営業活動によるキャッシュ･フローを使用し

ております。有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っているすべての負債を対象

としております。また、利払いにつきましては、連結キャッシュ･フロー計算書の利息の支払額を使用しております。

なお、第 58 期は営業活動によるキャッシュ･フローがアウトフローでありましたので、債務償還年数(年)及びイン

タレスト･カバレッジ･レシオ(倍)の記載を省略しております。 

 

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

当社の利益配分に関する基本方針は、株主の皆様への利益還元と財務基盤の強化を両立すべく、収益

性の向上に向けて経営体質の強化を図りながら、安定配当を維持し、継続的な利益還元に努めてまいる

考えであります。 

内部留保金は、市場ニーズに応える製品開発ならびに設備合理化投資を行い、事業体質の改善・強化

に役立てる所存であります。 

当期の期末配当金につきましては、利益配分に関する基本方針を踏まえ、１株につき 20 円にいたし

たいと存じます。これにより、中間配当金を含めました当期の年間配当金は、前期に比べ１株につき15円

増配の 40 円となります。 

次期の配当金につきましては、中間配当金、期末配当金を各々１株につき 20 円とし、年間では１株

につき 40 円とさせていただく予定であります。 

 

（４）事業等のリスク 

最近の有価証券報告書（平成１９年６月２８日提出）から新たなリスクが顕在化していないため開示 

を省略しております。 
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２．企業集団の状況 

当グループは、当社、子会社８社及び関連会社１社で構成され、電子部品組立機ならびに工作機械の製造販
売を主業務として事業活動を展開しております。 
 
当グループの事業に係わる位置づけと事業の種類別セグメントとの関連は次のとおりであります。 
 

区    分 主 な 製 品 主  な  会  社 

電子部品組立機事業          電子部品自動装着機 

当社、㈱マコト工業、㈱エデックリンセイシステム 
フジ アメリカ コーポレイション 
フジ マシン マニュファクチュアリング（ヨーロッパ）ゲーエムベーハー 
富社（上海）商貿有限公司 
フジ ド ブラジル マキナス インダストリアルス リミターダ 

工 作 機 械 事 業          
自 動 旋 盤 
専 用 機 

当社、㈱マコト工業、フジ マシン アメリカ コーポレイション 
富士機械製造（大連）有限公司

 

そ の 他 の 事 業          
制 御 機 器 
電子基板受託生産 
ソフトウェア開発 

当社、㈱エデックリンセイシステム、㈱アストロ
 

 
 

事業系統図は次のとおりであります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
               
      
             製品の流れ 

                    その他 

 

    (注) 平成１９年１１月に当社連結子会社、富社（上海）商貿有限公司を設立いたしました。 

連 結 子 会 社           
フジ マシン アメリカ 
コーポレイション 

（工作機械の販売） 

海 外海 外

連 結 子 会 社           
フジ  マシン  マニュファク 
チュアリング（ヨーロッパ） 
ゲーエムベーハー 
（電子部品組立機の販売） 

海 外 海 外

海 外

連 結 子 会 社          
㈱ マ コ ト 工 業          
電 子 部 品 組 立 機          

工 作 機 械 

当  

社  

（
電
子
部
品
組
立
機
・
工
作
機
械
・
そ
の
他
） 

得                   

意                   

先 

国
内
商
社 

連 結 子 会 社          
㈱ ア ス ト ロ          

（その他） 

連 結 子 会 社          

㈱ｴﾃﾞｯｸﾘﾝｾｲｼｽﾃﾑ          

(電子部品組立機、その他) 

連 結 子 会 社           
フジ アメリカ 
コーポレイション 
（電子部品組立機の販売） 

関 連 会 社           
フジ ド ブラジル マキナス 
インダストリアルス 
リミターダ 
（電子部品組立機の販売） 

製造・販売製 造 

国 内

海 外海 外

国内・海外 

海 外

機械組立･改造修理 

自動制御装置製造          
電子基板の設計製造 
ソフトウェア開発          

諸業務請負 

連 結 子 会 社           
富士機械製造（大連） 
有限公司 
（工作機械の製造・販売） 

海 外海 外

連 結 子 会 社           
富社（上海）商貿有限公司 
電子部品組立機のメンテナンス
及びアフターサービス 

海 外海 外
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３．経営方針 

（１）会社の経営の基本方針、（２）中長期的な会社の経営戦略 

平成１９年３月期決算短信（平成１９年５月１５日開示）により開示を行った内容から重要な変更が

ないため開示を省略しております。 

当該決算短信は、次のＵＲＬからご覧いただくことができます。 

（当社ホームページ） 

http://www.fuji.co.jp/ 

（名古屋証券取引所ホームページ） 

http://www.nse.or.jp/j/meigara/j-tansin.html 

 

（３）会社の対処すべき課題 

当グループを取巻く事業環境は、技術革新の進展に伴う顧客要求の多様化及び市場のグローバル化、

更には価格競争の激化や設備投資需要の変動等により厳しさを増しております。 

このような状況下におきまして、スピード経営を推進するなかで、次世代技術の探求ならびに顧客

ニーズに対応した市場性の高い製品開発の遅滞なき推進とともに、営業・サービス体制の強化ならびに

Ｑ(品質)Ｃ(コスト)Ｄ(納期)Ｓ(サービス)を徹底追求し、更には環境・エネルギー対応及び安全衛生の

向上を図り、事業の継続的成長が確保できる高収益体質の実現に取組んでまいります。また、社会的責

任への積極的な対応及び内部統制による持続的な企業価値の向上等を引き続き目指してまいります。 
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４．連結財務諸表 
（１）連結貸借対照表 

(単位：百万円未満切捨) 

前連結会計年度 当連結会計年度 

(19.3.31 現在) (20.3.31 現在) 
比 較 増 減 

勘 定 科 目 

金    額 構成比 金    額 構成比 金    額 増減率

      %      %       %

（ 資 産 の 部 ）  

流 動 資 産 ９６,３３７ 73.8 １０２,２００ 76.0 ５,８６３ 6.1

現 金 及 び 預 金 ３２,７００ ３３,９６４  １,２６４

受取手形・売掛金 ２６,５２１ ２５,２３４  △  １,２８７

有 価 証 券 － １０,０００  １０,０００

た な 卸 資 産 ３１,３７５ ２７,６０２  △  ３,７７２

繰 延 税 金 資 産 ３,０３８ ３,１２５    ８７

そ の 他 ２,７１７ ２,２８７  △    ４２９

貸 倒 引 当 金 △     １５ △     １４  １

固 定 資 産 ３４,１４４ 26.2 ３２,１９６ 24.0 △  １,９４８ △5.7

有 形 固 定 資 産 １７,４１５ 13.3 １６,８６０ 12.5 △    ５５４ △3.2

建 物 ・ 構 築 物 ８,５４７ ８,１１９  △    ４２８

機械装置及び運搬具 ３,８４８ ３,３２０  △    ５２８

工具器具及び備品 ８６５ ８９７       ３１

土 地 ４,１４７ ４,１０７  △     ４０

建 設 仮 勘 定 ６ ４１６         ４１０

無 形 固 定 資 産 ２,４３４ 1.9 １,５５０ 1.2 △    ８８４ △36.3

ソ フ ト ウ ェ ア ２,４１３ １,５２９  △    ８８４

そ の 他 ２０ ２０  △        ０

投資その他の資産 １４,２９４ 11.0 １３,７８５ 10.3 △    ５０８ △3.6

投 資 有 価 証 券 １３,７００ １２,７３４  △    ９６６

繰 延 税 金 資 産 ２２ ５２２  ５００

そ の 他 １,０８８ ５２８  △    ５５９

貸 倒 引 当 金 △    ５１７ －      ５１７

資 産 合 計 １３０,４８１ 100.0 １３４,３９６ 100.0 ３,９１５ 3.0
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(単位：百万円未満切捨) 

前連結会計年度 当連結会計年度 

(19.3.31 現在) (20.3.31 現在) 
比 較 増 減 

勘 定 科 目 

金    額 構成比 金    額 構成比 金    額 増減率

  %       %        %

（ 負 債 の 部 ）  

流 動 負 債 １９,３７８ 14.9 ２４,２５４ 18.0 ４,８７５ 25.2

支 払 手形・買掛金 ３,２０４ ４,４１３   １,２０９

１年内に返済予定の長期借入金 ２,１１４ ５,１１４   ３,０００

未 払 費 用 ３,８６０ ３,９３２  ７２

未 払 法 人 税 等 ５,５０９ ５,９０５  ３９５

製 品 保 証 引 当 金 １,９３１ １,９６０  ２９

そ の 他 ２,７５８ ２,９２７  １６８

固 定 負 債 １５,０２５ 11.5 ８,０３６ 6.0 △  ６,９８９ △46.5

社 債 ５,０００ ５,０００  ０

長 期 借 入 金 ８,１１４ ３,０００  △  ５,１１４

繰 延 税 金 負 債 １,８１４ －  △  １,８１４

退 職 給 付 引 当 金 ９７ ３６  △     ６１

負 債 合 計 ３４,４０４ 26.4 ３２,２９０ 24.0 △  ２,１１３ △6.1

（純資産の部）  

株 主 資 本 ８９,３２９ 68.4 １００,６８７ 74.9 １１,３５７ 12.7

資 本 金 ５,８７８ 4.5 ５,８７８ 4.4 ０ 0.0

資 本 剰 余 金 ５,４１３ 4.1 ５,４１３ 4.0 ０ 0.0

利 益 剰 余 金 ７８,０６６ 59.8 ８９,４３１ 66.5 １１,３６４ 14.6

自 己 株 式 △     ３０ △0.0 △     ３７ △0.0 △      ６ △23.0

評価・換算差額等 ６,７４７ 5.2 １,４１８ 1.1 △  ５,３２９ △79.0

その他有価証券評価差額金 ４,３７２ 3.4 １,２４７ 1.0 △  ３,１２５ △71.5

為 替 換算調整勘定 ２,３７５ 1.8 １７１ 0.1 △  ２,２０３ △92.8

純 資 産 合 計 ９６,０７７ 73.6 １０２,１０６ 76.0 ６,０２８ 6.3

負債及び純資産合計 １３０,４８１ 100.0 １３４,３９６ 100.0 ３,９１５ 3.0
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（２）連結損益計算書 

(単位：百万円未満切捨) 

前連結会計年度 当連結会計年度 

(18.4.1～19.3.31) (19.4.1～20.3.31) 
比 較 増 減 

勘 定 科 目 

金     額 百分比 金     額 百分比 金     額 増減率

 % % %

売 上 高 １０１,８９２ 100.0 １０６,６６５ 100.0 ４,７７３ 4.7

売 上 原 価 ６５,３１５ 64.1 ６７,０７０ 62.9 １,７５５ 2.7

販売費及び一般管理費 １８,１５９ 17.8 １７,６７７ 16.6 △    ４８１ △2.7

営 業 利 益 １８,４１７ 18.1 ２１,９１７ 20.5 ３,５００ 19.0

営 業 外 収 益  

受取利息及び配当金 ５６１ ７１２  １５１

雑 収 入 ２２０ １１２  △    １０７

営 業 外 費 用  

支 払 利 息 ２０３ １７８  △      ２５

為 替 差 損 ４４ ５３３  ４８８

雑 支 出 １７１ ２００        ２８

経 常 利 益 １８,７７９ 18.4 ２１,８３０ 20.5 ３,０５１ 16.2

特 別 利 益  

固 定 資 産 処 分 益 ６１ ９３       ３２

貸 倒 引 当 金 戻 入 １４ ０  △     １３

そ の 他 ４ １  △      ２

特 別 損 失  

固 定 資 産 処 分 損 ２３３ ４３６      ２０３

投資有価証券評価損 － ２４１  ２４１

役 員 退 職 慰 労 金 ３８６ －  △   ３８６

そ の 他 １７ ４０        ２２

税金等調整前当期純利益 １８,２２２ 17.9 ２１,２０８ 19.9 ２,９８５ 16.4

法人税、住民税及び事業税 ５,７５８ ８,６８８  ２,９２９

法 人 税 等 調 整 額 ９９６ △    ４３３  △  １,４３０

当 期 純 利 益 １１,４６７ 11.3 １２,９５３ 12.1 １,４８６ 13.0

                                前連結会計年度         当連結会計年度          比 較 増 減 

 （注）減価償却実施額  

         有形固定資産         １,７３６百万円         １,７５６百万円             ２０百万円 

         無形固定資産         ２,３６３百万円         １,３７５百万円       △  ９８７百万円 
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（３）連結株主資本等変動計算書 

 

 前連結会計年度（平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日） (単位：百万円未満切捨) 

株主資本 
項 目 

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成１８年３月３１日残高 ５,８７８ ５,４１３ ６７,７５９ △    ２２ ７９,０２９

連結会計年度中の変動額  

剰余金の配当 － － △ １,１００ － △ １,１００

利益処分による役員賞与 － － △    ６０ － △    ６０

当期純利益 － － １１,４６７ － １１,４６７

自己株式の取得 － － － △     ７ △     ７

株主資本以外の項目の 

連結会計年度中の 

変動額(純額) 

－ － － － －

連結会計年度中の変動額合計 － － １０,３０７ △     ７ １０,２９９

平成１９年３月３１日残高 ５,８７８ ５,４１３ ７８,０６６ △    ３０ ８９,３２９

 

 

評価・換算差額等 

項 目 
その他有価証券

評価差額金 

為替換算 

調整勘定 

評価・換算 

差額等合計 

純資産合計 

平成１８年３月３１日残高 ５,２８４ ２,２２９ ７,５１４ ８６,５４３ 

連結会計年度中の変動額  

剰余金の配当 － － － △ １,１００ 

利益処分による役員賞与 － － － △    ６０ 

当期純利益 － － － １１,４６７ 

自己株式の取得 － － － △     ７ 

株主資本以外の項目の 

連結会計年度中の 

変動額(純額) 

△   ９１２ １４５ △   ７６６ △   ７６６ 

連結会計年度中の変動額合計 △   ９１２ １４５ △   ７６６ ９,５３３ 

平成１９年３月３１日残高 ４,３７２ ２,３７５ ６,７４７ ９６,０７７ 
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 当連結会計年度（平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日） (単位：百万円未満切捨) 

株主資本 
項 目 

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成１９年３月３１日残高 ５,８７８ ５,４１３ ７８,０６６ △    ３０ ８９,３２９

連結会計年度中の変動額  

剰余金の配当 － － △ １,５８８ － △ １,５８８

当期純利益 － － １２,９５３ － １２,９５３

自己株式の取得 － － － △     ６ △     ６

株主資本以外の項目の 

連結会計年度中の 

変動額(純額) 

－ － － － －

連結会計年度中の変動額合計 － － １１,３６４ △     ６ １１,３５７

平成２０年３月３１日残高 ５,８７８ ５,４１３ ８９,４３１ △    ３７ １００,６８７

 

 

評価・換算差額等 

項 目 
その他有価証券

評価差額金 

為替換算 

調整勘定 

評価・換算 

差額等合計 

純資産合計 

平成１９年３月３１日残高 ４,３７２ ２,３７５ ６,７４７ ９６,０７７ 

連結会計年度中の変動額  

剰余金の配当 － － － △ １,５８８ 

当期純利益 － － － １２,９５３ 

自己株式の取得 － － － △     ６ 

株主資本以外の項目の 

連結会計年度中の 

変動額(純額) 

△ ３,１２５ △ ２,２０３ △ ５,３２９ △ ５,３２９ 

連結会計年度中の変動額合計 △ ３,１２５ △ ２,２０３ △ ５,３２９ ６,０２８ 

平成２０年３月３１日残高 １,２４７ １７１ １,４１８ １０２,１０６ 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：百万円未満切捨) 

前連結会計年度 当連結会計年度 

（18.4.1～19.3.31） （19.4.1～20.3.31） 

                                   期  別 

                   

     科  目 金   額 金   額 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ･フロー   

税金等調整前当期純利益 １８,２２２ ２１,２０８ 

減価償却費 ４,０９９ ３,１３２ 

貸倒引当金の減少額 △        １４ △      ５０１ 

製品保証引当金の増加額 ３５７ ５１ 

退職給付引当金の減少額 △   １,０４８ △       ６１ 

受取利息及び受取配当金 △      ５６１ △      ７１２ 

支払利息 ２０３ １７８ 

固定資産処分益 △        ６１ △       ９３ 

固定資産処分損 ２３３ ４３６ 

投資有価証券評価損 － ２４１ 

売上債権の減少額 ５,６８６ ８８０ 

たな卸資産の増減額（△は増加） △   ４,５０６ ３,２５３ 

仕入債務の増減額（△は減少） △   １,２７０    １,５８３ 

未収消費税等の増減額（△は増加） △      ９１７ ２８１ 

その他 ５１１    ５７７ 

    小  計 ２０,９３３ ３０,４５７ 

利息及び配当金の受取額 ５６１ ７１２ 

利息の支払額 △      ２０５ △      １８０ 

法人税等の支払額 △      ９９１ △   ８,３０７ 

  営業活動によるキャッシュ･フロー ２０,２９８ ２２,６８２ 

   

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ･フロー   

有形及び無形固定資産の取得による支出 △   ２,８１５ △   ２,０７２ 

有形及び無形固定資産の売却による収入 ２８７ ３６４ 

投資有価証券の取得による支出 △   １,９５１ △   ４,４４９ 

定期預金の預入による支出 △      ４３８ △      ３７８ 

定期預金の払戻による収入 ３３２ １２６ 

長期前払費用に係る支出 △        ７７ △          ６ 

その他 △          ７ △          ３ 

  投資活動によるキャッシュ･フロー △   ４,６７０ △   ６,４２１ 

   

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ･フロー   

長期借入れの返済による支出 △   ５,４５８ △   ２,１１７ 

配当金の支払額 △   １,０９８ △   １,５８７ 

その他 △          ７ △          ６ 

  財務活動によるキャッシュ･フロー △   ６,５６５ △   ３,７１１ 

   

Ⅳ 現金及び現金同等物の換算差額 １０７ △   １,５３８ 

Ⅴ 現金及び現金同等物の増加額 ９,１７０ １１,０１１ 

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 ２３,０７４ ３２,２４５ 

Ⅶ 現金及び現金同等物の期末残高 ３２,２４５ ４３,２５６  
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（５）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項 
 
（会計方針の変更） 

    当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当連結会計年度から、平成１９年４月１日以降

に取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。 

これに伴い、前連結会計年度と同一の方法によった場合と比べ、営業利益、経常利益、税金等調整前

当期純利益が、それぞれ５０百万円減少しております。なお、セグメント情報に与える影響は、当該

箇所に記載しております。 

（追加情報） 

      当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当連結会計年度から、平成１９年３月３１日以

前に取得した有形固定資産について、償却可能限度額まで償却が終了した翌年から５年間で均等償却

する方法によっております。 

これに伴い、前連結会計年度と同一の方法によった場合と比べ、営業利益、経常利益、税金等調整前

当期純利益が、それぞれ６５百万円減少しております。なお、セグメント情報に与える影響は、当該

箇所に記載しております。 

 
 なお、上記以外は、最近の有価証券報告書（平成１９年６月２８日提出）における記載から重要な

変更がないため開示を省略しております。 

 

（６）連結財務諸表に関する注記事項 
 
（連結貸借対照表関係） 

 前連結会計年度 当連結会計年度 

１.有形固定資産の減価償却累計額 

及び減損損失累計額 
２３,１３４百万円 ２３,４３８百万円

２.連結会計年度末日満期手形の処理 

満期手形の会計処理は、手形交換日をもって決済処理をしております。従って前連結会計年度末日は

金融機関の休日のため、連結会計年度末日満期手形が以下の科目に含まれております。 

受取手形 ５５７百万円 －百万円
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（連結株主資本等変動計算書関係） 
 
前連結会計年度（平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日） 

１.発行済株式の種類及び総数ならびに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

 
前連結会計年度末 

株式数（千株） 

当連結会計年度 

増加株式数（千株）

当連結会計年度 

減少株式数（千株） 

当連結会計年度末 

株式数（千株） 

発行済株式     

 普通株式 ４８,９１１ － － ４８,９１１ 

合 計 ４８,９１１ － － ４８,９１１ 

自己株式     

 普通株式（注） １７ ３ － ２０ 

合 計 １７ ３ － ２０ 

（注）普通株式の自己株式の株式数の増加３千株は、単元未満株式の買取りによる増加であります。 

 

２.配当に関する事項 

（１）配当金支払額 

決 議 株式の種類 
配当金の総額

（百万円）

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 

平成１８年６月２９日 

定時株主総会 
普通株式 ４８８ １０.００ 平成１８年３月３１日 平成１８年６月３０日

平成１８年１１月１６日 

取締役会 
普通株式 ６１１ １２.５０ 平成１８年９月３０日 平成１８年１２月８日

 

（２）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの 

決 議 株式の種類 
配当金の総額

（百万円）
配当の原資

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 

平成１９年６月２８日 

定時株主総会 
普通株式 ６１１ 利益剰余金 １２.５０ 平成１９年３月３１日 平成１９年６月２９日

 

当連結会計年度（平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日） 

１.発行済株式の種類及び総数ならびに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

 
前連結会計年度末 

株式数（千株） 

当連結会計年度 

増加株式数（千株）

当連結会計年度 

減少株式数（千株） 

当連結会計年度末 

株式数（千株） 

発行済株式     

 普通株式 ４８,９１１ － － ４８,９１１ 

合 計 ４８,９１１ － － ４８,９１１ 

自己株式     

 普通株式（注） ２０ ２ － ２３ 

合 計 ２０ ２ － ２３ 

（注）普通株式の自己株式の株式数の増加２千株は、単元未満株式の買取りによる増加であります。 
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２.配当に関する事項 

（１）配当金支払額 

決 議 株式の種類 
配当金の総額

（百万円）

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 

平成１９年６月２８日 

定時株主総会 
普通株式 ６１１ １２.５０ 平成１９年３月３１日 平成１９年６月２９日

平成１９年１１月１４日 

取締役会 
普通株式 ９７７ ２０.００ 平成１９年９月３０日 平成１９年１２月１０日

 

（２）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの 

決 議 株式の種類 
配当金の総額

（百万円）
配当の原資

１株当たり

配当額（円）
基準日 効力発生日 

平成２０年６月２７日 

定時株主総会 
普通株式 ９７７ 利益剰余金 ２０.００ 平成２０年３月３１日 平成２０年６月３０日

 
 
（連結キャッシュ・フロー計算書関係） 
 
現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

 

前連結会計年度 当連結会計年度 

現金及び預金勘定  ３２,７００百万円  ３３,９６４百万円 

有価証券勘定（譲渡性預金） －百万円  １０,０００百万円 

預入期間が３ヶ月を超える定期預金  △  ４５４百万円  △  ７０７百万円 

現金及び現金同等物の期末残高  ３２,２４５百万円  ４３,２５６百万円 
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（セグメント情報） 
 

１.事業の種類別セグメント情報 
 

前連結会計年度（平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日） (単位：百万円未満切捨) 

 電子部品組立機事業 工作機械事業 液晶関連事業 その他の事業 計 消去又は全社 連  結 

 Ⅰ.売上高及び営業損益   

    売 上 高   

  (1)外部顧客に対する売上高 ７８,４４２ １８,７０８ ３,４８３ １,２５７ １０１,８９２ － １０１,８９２

  (2)セグメント間の内部売上高又は振替高 ０ － － １,５１０ １,５１０ (   １,５１０) －

計 ７８,４４３ １８,７０８ ３,４８３ ２,７６８ １０３,４０３ (   １,５１０) １０１,８９２

    営 業 費 用 ６０,０９７ １７,２５８ ３,３８５ ２,５２３ ８３,２６５ ２０９ ８３,４７５

営 業 利 益 １８,３４５ １,４４９ ９７ ２４４ ２０,１３７ (   １,７２０) １８,４１７

 Ⅱ. 資産､減価償却費及び資本的支出   

資 産 ７２,７３３ ２１,１３５ ３,６６１ ２,１２７ ９９,６５８ ３０,８２３ １３０,４８１

減 価 償 却 費 ３,０７３ ４１３ ４４９ ８０ ４,０１７ ８２ ４,０９９

資 本 的 支 出 １,９１５ ５８４ ６０ １６７ ２,７２９ ７２ ２,８０１

 

当連結会計年度（平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日） (単位：百万円未満切捨) 

 電子部品組立機事業 工作機械事業 その他の事業 計 消去又は全社 連  結 

 Ⅰ.売上高及び営業損益   

    売 上 高   

  (1)外部顧客に対する売上高 ８８,１２０ １７,５５９ ９８５ １０６,６６５ － １０６,６６５

  (2)セグメント間の内部売上高又は振替高 ０ － １,５３７ １,５３８ (   １,５３８) －

計 ８８,１２１ １７,５５９ ２,５２３ １０８,２０４ (   １,５３８) １０６,６６５

    営 業 費 用 ６４,００７ １８,０６３ ２,３５４ ８４,４２５ ３２２ ８４,７４８

営 業 利 益 ２４,１１４ △    ５０４ １６８ ２３,７７８ (   １,８６１) ２１,９１７

 Ⅱ. 資産､減価償却費及び資本的支出   

資 産 ７４,７１８ ２０,３７４ ２,１４４ ９７,２３７ ３７,１５８ １３４,３９６

減 価 償 却 費 ２,４９６ ４５５ ７９ ３,０３１ １０１ ３,１３２

資 本 的 支 出 １,６８６ ７６２ ６０ ２,５１０ １２７ ２,６３７
 
（注）１.事業区分の方法 

事業区分は、製品の種類・性質によっております。 
 

２.各事業の主な製品 

(1)電子部品組立機事業    電子部品自動装着機 

(2)工 作 機 械 事 業  自動旋盤、専用機 

(3)液 晶 関 連 事 業  液晶関連製造装置 

(4)そ の 他 の 事 業  制御機器、電子基板受託生産、ソフトウェア開発 

３.従来、液晶関連製造装置は液晶関連事業として表示しておりましたが、当該事業の売上割合が減少しており今後も

この傾向が見込まれるため、当連結会計年度から液晶関連事業を電子部品組立機事業に含めることといたしました。

なお、当連結会計年度の液晶関連事業の「売上高」は 1,549 百万円、「営業費用」は 1,386 百万円、「営業利益」は

163 百万円、「資産」は 1,747 百万円、「減価償却費」は 188 百万円、「資本的支出」は 6百万円であります。 
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４.「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項 （会計方針の変更）」に記載のとおり、当社及び国内連結子

会社は、法人税法の改正に伴い、当連結会計年度から、平成１９年４月１日以降に取得した有形固定資産について、

改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。この結果、従来の方法に比べ、営業費用は「電子

部品組立機事業」31 百万円、「工作機械事業」13 百万円、「その他の事業」1百万円、「消去又は全社」4百万円そ

れぞれ増加し、営業利益がそれぞれ同額減少しております。 

また、（追加情報）に記載のとおり、当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当連結会計年度から、

平成１９年３月３１日以前に取得した有形固定資産について、償却可能限度額まで償却が終了した翌年から５年間

で均等償却する方法によっております。この結果、従来の方法に比べ、営業費用は「電子部品組立機事業」31 百

万円、「工作機械事業」30 百万円、「その他の事業」1 百万円、「消去又は全社」2 百万円それぞれ増加し、営業利

益がそれぞれ同額減少しております。 
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２.所在地別セグメント情報 

 

前連結会計年度（平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日）  (単位：百万円未満切捨) 

 日   本 北アメリカ ヨーロッパ アジア 計 消去又は全社 連   結

Ⅰ.売上高及び営業損益   

   売 上 高   

 (1)外部顧客に対する売上高 ８２,１３４ １０,７９９ ８,７８３ １７５ １０１,８９２ － １０１,８９２

 (2)セグメント間の内部売上高又は振替高 １４,０７１ ８０ ４４ ８ １４,２０５ (１４,２０５) －

計 ９６,２０５ １０,８７９ ８,８２８ １８４ １１６,０９７ (１４,２０５) １０１,８９２

  営 業 費 用 ７７,０２０ １０,４５０ ８,２２６ ２０７ ９５,９０５ (１２,４３０) ８３,４７５

   営 業 利 益 １９,１８４ ４２９ ６０１ △   ２３ ２０,１９２ ( １,７７４) １８,４１７

Ⅱ.資 産 ８３,９６２ １６,１７５ ３,０４０ １４５ １０３,３２４ ２７,１５７ １３０,４８１

 

当連結会計年度（平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日）  (単位：百万円未満切捨) 

 日   本 北アメリカ ヨーロッパ アジア 計 消去又は全社 連   結

Ⅰ.売上高及び営業損益   

   売 上 高   

 (1)外部顧客に対する売上高 ８２,８８６ １６,５１２ ７,２１７ ４９ １０６,６６５ － １０６,６６５

 (2)セグメント間の内部売上高又は振替高 １７,７９１ ４２ １００ ５ １７,９３９ (１７,９３９) －

計 １００,６７７ １６,５５５ ７,３１７ ５５ １２４,６０５ (１７,９３９) １０６,６６５

  営 業 費 用 ７８,３４５ １５,７５３ ６,５８７ ６７ １００,７５４ (１６,００６) ８４,７４８

   営 業 利 益 ２２,３３１ ８０１ ７２９ △   １２ ２３,８５０ ( １,９３３) ２１,９１７

Ⅱ.資 産 ８１,７６２ １６,０４２ ３,７８９ １１４ １０１,７０８ ３２,６８８ １３４,３９６

 
（注）１.国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 
 

２.各区分に属する主な国又は地域 

(1)北アメリカ：アメリカ 

(2)ヨーロッパ：ドイツ 

(3)ア ジ ア：中国 

３.「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項 （会計方針の変更）」に記載のとおり、当社及び国内連結子

会社は、法人税法の改正に伴い、当連結会計年度から、平成１９年４月１日以降に取得した有形固定資産について、

改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。この結果、従来の方法に比べ、営業費用は「日本」

45 百万円、「消去又は全社」4百万円それぞれ増加し、営業利益がそれぞれ同額減少しております。 

また、（追加情報）に記載のとおり、当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当連結会計年度から、

平成１９年３月３１日以前に取得した有形固定資産について、償却可能限度額まで償却が終了した翌年から５年間

で均等償却する方法によっております。この結果、従来の方法に比べ、営業費用は「日本」63 百万円、「消去又は

全社」2百万円それぞれ増加し、営業利益がそれぞれ同額減少しております。 
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３.海外売上高 

 

前連結会計年度（平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日） (単位：百万円未満切捨) 

 北アメリカ ヨーロッパ ア ジ ア その他の地域 計 

Ⅰ.  海 外 売 上 高 １１,２５４ １３,６５１ ５４,０４１ １,６９８ ８０,６４５

Ⅱ.  連 結 売 上 高  １０１,８９２

連結売上高に占める 
Ⅲ. 

海外売上高の割合(％) 
１１.０ １３.４ ５３.０ １.７ ７９.１

 

当連結会計年度（平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日） (単位：百万円未満切捨) 

 北アメリカ ヨーロッパ ア ジ ア その他の地域 計 

Ⅰ.  海 外 売 上 高 １６,１３９ １１,７７６ ５４,９０９ ５,０４１ ８７,８６５

Ⅱ.  連 結 売 上 高  １０６,６６５

連結売上高に占める 
Ⅲ. 

海外売上高の割合(％) 
１５.１ １１.１ ５１.５ ４.７ ８２.４

 
（注） １.国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 
 

２.各区分に属する主な国又は地域 

(1)北アメリカ：アメリカ・カナダ 等 

(2)ヨーロッパ：ポーランド・ドイツ 等 

(3)ア ジ ア：中国・台湾 等 

(4)その他の地域：ブラジル 等 
 

３.海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 
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（１株当たり情報） 
 

項 目 前連結会計年度 当連結会計年度 

１.１株当たり純資産額 １,９６５円１３銭 ２,０８８円５６銭

２.１株当たり当期純利益金額 ２３４円５５銭 ２６４円９６銭

３.潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 潜在株式がないため 潜在株式がないため 

 記載をしておりません。 記載をしておりません。 

４.１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎   

連結損益計算書上の当期純利益金額 １１,４６７百万円 １２,９５３百万円

普通株式にかかる当期純利益金額 １１,４６７百万円 １２,９５３百万円

普通株主に帰属しない金額の主要な内訳 該当事項はありません。 該当事項はありません。 

普通株式の期中平均株式数 ４８,８９２,５５４株 ４８,８８９,５０９株

 
 

（重要な後発事象） 
 
該当事項はありません。 

 

（開示の省略） 
 
 「有価証券関係」「デリバティブ取引関係」「退職給付関係」「税効果会計関係」に関する注記事項は

決算短信における開示の必要性が大きくないと考えられるため、開示を省略しております。 
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５．個別財務諸表 
（１）貸借対照表 

(単位：百万円未満切捨) 

前 事 業 年 度 当 事 業 年 度 

(19.3.31 現在) (20.3.31 現在) 
比 較 増 減 

勘 定 科 目 

金     額 構成比 金     額 構成比 金     額 増減率

 % % %

（ 資 産 の 部 ）  

流 動 資 産 ７８,３９５ 71.0 ８３,６４８ 73.2 ５,２５２ 6.7

現 金 及 び 預 金 １９,８２３ ２０,３４８  ５２４

受 取 手 形 ２,９５７ １,２０７  △  １,７５０

売 掛 金 ２３,２５１ ２３,８０７  ５５６

有 価 証 券 － １０,０００  １０,０００

製 品 ・ 仕 掛 品 １１,５４７ ９,４９３  △  ２,０５３

原 材 料 ・ 貯 蔵 品 １６,７８５ １４,８４５  △  １,９３９

繰 延 税 金 資 産 ２,０１０ ２,２５４  ２４３

そ の 他 ２,０２０ １,６９１  △    ３２８

固 定 資 産 ３２,０５７ 29.0 ３０,５５７ 26.8 △  １,５００ △4.7

有 形 固 定 資 産 １４,２６５ 12.9 １４,０７１ 12.3 △    １９４ △1.4

建 物 ・ 構 築 物 ６,７６９ ６,５８９  △    １７９

機 械 及 び 装 置 ３,３９６ ２,９３９  △    ４５６

車 両 及 び 運 搬 具 １２１ １１０  △     １１

工具器具及び備品 ７５１ ７９８  ４６

土 地 ３,２２１ ３,２２１  ０

建 設 仮 勘 定 ５ ４１１      ４０５

無 形 固 定 資 産 ２,４１０ 2.2 １,５３２ 1.4 △    ８７７ △36.4

ソ フ ト ウ ェ ア ２,３９１ １,５１４  △    ８７７

そ の 他 １８ １７  △      ０

投資その他の資産 １５,３８１ 13.9 １４,９５４ 13.1 △    ４２７ △2.8

投 資 有 価 証 券 １３,６００ １２,６４８  △    ９５１

関 係 会 社 株 式 １,１１５ １,１１５        ０

出 資 金 ３６ ４６      １０

関 係 会 社 出 資 金 ３１１ ４０２  ９０

繰 延 税 金 資 産 － ４６３  ４６３

そ の 他 ３１８ ２７８  △     ４０

資 産 合 計 １１０,４５３ 100.0 １１４,２０６ 100.0 ３,７５２ 3.4
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(単位：百万円未満切捨) 

前 事 業 年 度 当 事 業 年 度 

(19.3.31 現在) (20.3.31 現在) 
比 較 増 減 

勘 定 科 目 

金     額 構成比 金     額 構成比 金     額 増減率

     %     %      %

（ 負 債 の 部 ）  

流 動 負 債 １７,１６８ 15.5 ２１,２９３ 18.7 ４,１２４ 24.0

支 払 手 形 ９ ２６  １７

買 掛 金 ３,２２７ ４,４０６  １,１７９

1年内に返済予定の長期借入金 ２,０００ ５,０００  ３,０００

未 払 金 ６０２ ９４２  ３４０

未 払 費 用 ２,５０３ ２,６７７  １７３

未 払 法 人 税 等 ５,０９１ ５,４１０  ３１８

製 品 保 証 引 当 金 １,８１４ １,７６７  △     ４６

設備購入支払手形 １０３ ２０３  ９９

そ の 他 １,８１６ ８５９  △    ９５７

固 定 負 債 １４,９０１ 13.5 ８,０１５ 7.0 △  ６,８８６ △46.2

社 債 ５,０００ ５,０００  ０

長 期 借 入 金 ８,０００ ３,０００  △  ５,０００

繰 延 税 金 負 債 １,８１４ －  △  １,８１４

退 職 給 付 引 当 金 ７１ －  △     ７１

そ の 他 １５ １５  ０

負 債 合 計 ３２,０７０ 29.0 ２９,３０９ 25.7 △  ２,７６１ △8.6
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(単位：百万円未満切捨) 

前 事 業 年 度 当 事 業 年 度 

(19.3.31 現在) (20.3.31 現在) 
比 較 増 減 

勘 定 科 目 

金     額 構成比 金     額 構成比 金     額 増減率

 % % %

（純資産の部）  

株 主 資 本 ７３,９９８ 67.0 ８３,６３８ 73.2 ９,６４０ 13.0

 資 本 金 ５,８７８ 5.3 ５,８７８ 5.1 ０ 0.0

 資 本 剰 余 金 ５,４１３ 4.9 ５,４１３ 4.7 ０ 0.0

  資 本 準 備 金 ５,４１３ ５,４１３  ０

 利 益 剰 余 金 ６２,７３５ 56.8 ７２,３８３ 63.4 ９,６４７ 15.4

  利 益 準 備 金 １,４５０ １,４５０  ０

  その他利益剰余金 ６１,２８５ ７０,９３３  ９,６４７

   別 途 積 立 金 ４６,９５０ ５５,６００  ８,６５０

   繰越利益剰余金 １４,３３５ １５,３３３  ９９７

 自 己 株 式 △      ３０ △0.0 △      ３７ △0.0 △       ６ △23.0

評価・換算差額等 ４,３８４ 4.0 １,２５８ 1.1 △  ３,１２６ △71.3

 その他有価証券評価差額金 ４,３８４ 4.0 １,２５８ 1.1 △  ３,１２６ △71.3

純 資 産 合 計 ７８,３８３ 71.0 ８４,８９６ 74.3 ６,５１３ 8.3

負債及び純資産合計 １１０,４５３ 100.0 １１４,２０６ 100.0 ３,７５２ 3.4
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（２）損益計算書 

(単位：百万円未満切捨) 

前 事 業 年 度 当 事 業 年 度 

(18.4.1～19.3.31) (19.4.1～20.3.31) 
比 較 増 減 

勘 定 科 目 

金    額 百分比 金    額 百分比 金  額 増減率

       %      %      %

売 上 高 ９５,２４２ 100.0 ９９,５３１ 100.0 ４,２８８ 4.5

売 上 原 価 ６３,９９５ 67.2 ６６,５７３ 66.9 ２,５７７ 4.0

販売費及び一般管理費 １４,３４３ 15.1 １３,１６９ 13.2 △  １,１７３ △ 8.2

営 業 利 益 １６,９０３ 17.7 １９,７８９ 19.9 ２,８８５ 17.1

営 業 外 収 益 

受取利息及び配当金 ２００ ３００ ９９

雑 収 入 ２７２ ９８ △    １７４

営 業 外 費 用 

支 払 利 息 １８９ １６９ △      ２０

為 替 差 損 － ６３８ ６３８

雑 支 出 １６７ １９８      ３０

経 常 利 益 １７,０１９ 17.9 １９,１８１ 19.3 ２,１６２ 12.7

特 別 利 益 

固 定 資 産 処 分 益 ６１ ５６ △       ４

そ の 他 ４ － △       ４

特 別 損 失 

固 定 資 産 処 分 損 ２３１ ４１９     １８７

投資有価証券評価損 － ２４１ ２４１

役 員 退 職 慰 労 金 ３７９ － △     ３７９

そ の 他 ６５ １９ △      ４５

税 引 前 当 期 純 利 益 １６,４０９ 17.2 １８,５５８ 18.6 ２,１４９ 13.1

法人税、住民税及び事業税 ５,０００ ７,８１０ ２,８１０

法 人 税 等 調 整 額 １,４６３ △    ４８７ △  １,９５０

当 期 純 利 益 ９,９４６ 10.4 １１,２３６ 11.3  １,２８９ 13.0

                                  前事業年度              当事業年度                比較増減 

 （注）減価償却実施額  

         有形固定資産        １,４８１百万円         １,５３６百万円               ５４百万円 

         無形固定資産        ２,３５４百万円         １,３６８百万円          △ ９８６百万円 
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（３）株主資本等変動計算書 

 
前事業年度（平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日） (単位：百万円未満切捨) 

株主資本 

資本剰余金 利益剰余金 

その他利益剰余金 

項 目 

資本金 

資本準備金 利益準備金

別途積立金
繰越利益 

剰余金 

利益剰余金 

合計 

自己株式 株主資本合計

平成１８年３月３１日残高 ５,８７８ ５,４１３ １,４５０ ３９,４００ １３,０９９ ５３,９４９ △      ２２ ６５,２１９

事業年度中の変動額   

剰余金の配当 － － － － △ １,１００ △ １,１００ － △ １,１００

利益処分による役員賞与 － － － － △      ６０ △      ６０ － △      ６０

別途積立金の積立 － － － ７,５５０ △ ７,５５０ － － －

当期純利益 － － － － ９,９４６ ９,９４６ － ９,９４６

自己株式の取得 － － － － － － △        ７ △        ７

株主資本以外の項目の 
事業年度中の変動額 
(純額) 

－ － － － － － － －

事業年度中の変動額合計 － － － ７,５５０ １,２３６ ８,７８６ △        ７ ８,７７８

平成１９年３月３１日残高 ５,８７８ ５,４１３ １,４５０ ４６,９５０ １４,３３５ ６２,７３５ △      ３０ ７３,９９８

 

評価・換算差額等 

項 目 
その他有価証券 

評価差額金 

純資産合計 

平成１８年３月３１日残高 ５,２７６ ７０,４９６

事業年度中の変動額  

 剰余金の配当 － △ １,１００

 利益処分による役員賞与 － △      ６０

 別途積立金の積立 － －

 当期純利益 － ９,９４６

 自己株式の取得 － △        ７

 株主資本以外の項目の 
 事業年度中の変動額 
 (純額) 

△    ８９１ △    ８９１

事業年度中の変動額合計 △    ８９１ ７,８８６

平成１９年３月３１日残高 ４,３８４ ７８,３８３
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当事業年度（平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日） (単位：百万円未満切捨) 

株主資本 

資本剰余金 利益剰余金 

その他利益剰余金 

項 目 

資本金 

資本準備金 利益準備金

別途積立金
繰越利益 

剰余金 

利益剰余金 

合計 

自己株式 株主資本合計

平成１９年３月３１日残高 ５,８７８ ５,４１３ １,４５０ ４６,９５０ １４,３３５ ６２,７３５ △      ３０ ７３,９９８

事業年度中の変動額   

剰余金の配当 － － － － △ １,５８８ △ １,５８８ － △ １,５８８

別途積立金の積立 － － － ８,６５０ △ ８,６５０ － － －

当期純利益 － － － － １１,２３６ １１,２３６ － １１,２３６

自己株式の取得 － － － － － － △        ６ △        ６

株主資本以外の項目の 

事業年度中の変動額 
(純額) 

－ － － － － － － －

事業年度中の変動額合計 － － － ８,６５０ ９９７ ９,６４７ △        ６ ９,６４０

平成２０年３月３１日残高 ５,８７８ ５,４１３ １,４５０ ５５,６００ １５,３３３ ７２,３８３ △      ３７ ８３,６３８

 

評価・換算差額等 

項 目 
その他有価証券 

評価差額金 

純資産合計 

平成１９年３月３１日残高 ４,３８４ ７８,３８３

事業年度中の変動額  

 剰余金の配当 － △ １,５８８

 別途積立金の積立 － －

 当期純利益 － １１,２３６

 自己株式の取得 － △        ６

 株主資本以外の項目の 
 事業年度中の変動額 

 (純額) 

△ ３,１２６ △ ３,１２６

事業年度中の変動額合計 △ ３,１２６ ６,５１３

平成２０年３月３１日残高 １,２５８ ８４,８９６
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６．その他 
（１）役員の異動 

本日平成２０年５月１５日開催の取締役会において、役員の異動につき、次のとおり内定いたしまし

た。当該役員の異動につきましては、来る６月２７日開催予定の定時株主総会にて正式に決定される予

定であります。 

 また、本日の取締役会において、執行役員の異動につきましても内定いたしましたので、お知らせい

たします。当該執行役員の異動につきましては、平成２０年６月２７日開催予定の取締役会において正

式決定をいたします。 

 
  １．取締役の異動 
 ①新任取締役候補者 

取締役 伊
い

藤
とう

裕
ひろ

郎
お ( 現 執行役員 ハイテック事業本部副本部長 

営業・海外統括部部長 ) 
取締役 
（社外取締役） 三

み

品
しな

征
せい

三
ざぶ

郎
ろう

（現 ㈱日本ヘイズ 顧問） 

取締役 
（社外取締役） 植

うえ

村
むら

元
もと

雄
お ( 現 弁護士 明和綜合法律事務所（代表者） 名古屋大学情報文化学部非常勤講師 ) 

 ②退任予定取締役 

取締役 三 ツ 谷 敏 明 (
現 副社長執行役員 ハイテック事業本部本部長 
平成２０年５月１５日㈱エデックリンセイシステム

代表取締役就任 ) 
取締役 磯 貝 武 義 (

現 専務執行役員 ハイテック事業本部副本部長 
第一技術統括部部長、技術開発センター長 
当社技監委嘱予定 ) 

  ２．執行役員の異動 
 ①新任執行役員候補者 

執行役員 加
か

藤
とう

陽
よう

治
じ

（現 工作機械事業本部 国際部部長） 

執行役員 坂
さか

上
がみ

晋
しん

作
さく

（現 総務部部長） 

執行役員 児
こ

玉
だま

誠
せい

吾
ご

（現 ハイテック事業本部 システムソリューション部部長）

執行役員 須
す

原
はら

信
しん

介
すけ

（現 ハイテック事業本部 機械技術部部長） 

執行役員 河
かわ

合
い

孝
たか

昌
よし

（現 ハイテック事業本部 制御技術部部長） 

 ②昇格予定執行役員 
取締役 
常務執行役員 加 藤 正 樹（現 取締役 執行役員） 

取締役 
常務執行役員 曽 我 信 之（現 取締役 執行役員） 

 ③退任予定執行役員 

常務執行役員 津 田  護 (現 ハイテック事業本部副本部長 生産統括部部長当社技監委嘱予定 ) 
常務執行役員 河 田 東 輔 (

現 ハイテック事業本部副本部長 第二技術統括部部長

当社技監委嘱予定 ) 
執行役員 伊 藤 寿 勇 (現 工作機械事業本部副本部長 営業統括部部長 

平成２０年５月１５日退任 ㈱マコト工業取締役就任 )  
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  ３．取締役及び監査役（平成２０年６月２７日予定） 

 

新 役 職 氏 名 現 役 職 

 代 表 取 締 役 社 長 小 原 正 義 代 表 取 締 役 社 長 

 取 締 役 青 木 眞 德 取 締 役 

 取 締 役 中 野 矩 雄 取 締 役 

 取 締 役 加 藤 正 樹 取 締 役 

 取 締 役 曽 我 信 之 取 締 役 

新 任 取 締 役 伊 藤 裕 郎
ハイテック事業本部副本部長

営 業 ・ 海 外 統 括 部 部 長

新 任 取 締 役 
（ 非 常 勤 ） 三 品 征 三 郎 ㈱ 日 本 ヘ イ ズ  顧 問

新 任 取 締 役 
（ 非 常 勤 ） 植 村 元 雄

明和綜合法律事務所（代表者）

名古屋大学情報文化学部非常勤講師

 監 査 役 
（ 常  勤 ） 間  友 幸

監 査 役 
（ 常  勤 ） 

 監 査 役 
（ 非 常 勤 ） 坂 上  岳

監 査 役 
（ 非 常 勤 ） 

 監 査 役 
（ 非 常 勤 ） 浅 野 良 裕

監 査 役 
（ 非 常 勤 ） 

 監 査 役 
（ 非 常 勤 ） 松 原 正 道

監 査 役 
（ 非 常 勤 ） 
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  ４．執行役員の担当業務（平成２０年６月２７日予定） 

 

新 役 職 氏 名 現 役 職 

 常務 執行役員 工作機械事業本部本部長 青 木 眞 德 常務 執行役員 工作機械事業本部本部長

 常務 執行役員 資材調達本部本部長
資材内製加工本部本部長

中 野 矩 雄 常務 執行役員 資材調達本部本部長
資材内製加工本部本部長

昇 格 常務 執行役員 財 務 統 括 部 部 長
情報システム部管掌

加 藤 正 樹 執 行 役 員 財 務 部 部 長
情報システム部管掌

昇 格 常務 執行役員 
秘 書 室 室 長
人 事 部 部 長
総務部・ISO推進室管掌

曽 我 信 之 執 行 役 員 
秘 書 室 室 長
人 事 部 部 長
総務部・ISO推進室管掌

 執 行 役 員 ハイテック事業本部本部長 伊 藤 裕 郎 執 行 役 員 ハイテック事業本部副本部長
営業･海外統括部部長

 執 行 役 員 工作機械事業本部副本部長
技 術 統 括 部 部 長

村 田 進 太 郎 執 行 役 員 工作機械事業本部副本部長
技 術 統 括 部 部 長

 執 行 役 員 工作機械事業本部副本部長 小 川  元 執 行 役 員 工作機械事業本部副本部長

 執 行 役 員 ハイテック事業本部副本部長
生 産 統 括 部 部 長

伊 藤 敏 彦 執 行 役 員 ハイテック事業本部副本部長
第 一 生 産 部 部 長

 執 行 役 員 資材調達本部副本部長 酒 井 勝 矢 執 行 役 員 資材調達本部副本部長

 執 行 役 員 ハイテック事業本部副本部長
開 発 評 価 部 部 長

門 松 純 男 執 行 役 員 ハイテック事業本部副本部長
開 発 評 価 部 部 長

新 任 執 行 役 員 工作機械事業本部副本部長
営 業 統 括 部 部 長

加 藤 陽 治  工作機械事業本部
国 際 部 部 長

新 任 執 行 役 員 総 務 部 部 長 坂 上 晋 作  総 務 部 部 長

新 任 執 行 役 員 技術開発センター長 児 玉 誠 吾  ハイテック事業本部
システムソリューション部部長

新 任 執 行 役 員 ハイテック事業本部副本部長
第一技術統括部部長

須 原 信 介  ハイテック事業本部
機 械 技 術 部 部 長

新 任 執 行 役 員 ハイテック事業本部副本部長
第二技術統括部部長

河 合 孝 昌  ハイテック事業本部
制 御 技 術 部 部 長

 
 

以 上 



 

平成２０年３月期 連結決算発表（参考資料） 
平成２０年５月１５日 

 

富士機械製造株式会社 
（コード番号 ６１３４ 名証第一部） 

 

１．２１年３月期の連結業績予想（平成２０年４月１日～平成２１年３月３１日） 

(単位：百万円未満切捨) 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 

第２四半期連結累計期間 
５７,０００ 

(△  3.2%) 

１０,４００ 

(△ 20.2%) 

１０,５００ 

(△ 20.3%) 

６,２００ 

(△ 22.6%) 

通 期 
１０３,０００ 

(△  3.4%) 

１６,４００ 

(△ 25.2%) 

１６,７００ 

(△ 23.5%) 

９,８００ 

(△ 24.3%) 

（注）カッコ書きは対前年同期増減率であります。  

 

２．過去６年間の連結売上高・収益の実績推移 

 (単位：百万円未満切捨) 

期 別 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 

平成 20 年３月期 １０６,６６５ ２１,９１７ ２１,８３０ １２,９５３ 

19 年３月期 １０１,８９２ １８,４１７ １８,７７９ １１,４６７ 

18 年３月期 ９０,７９２ １１,４７３ １１,７１１ １１,２６４ 

17 年３月期 ７０,０９６ ２,８９４ ３,２２６ １,６５５ 

16 年３月期 ６１,０８１ １,１６１ １,３４６ △ ２,４２５ 

15 年３月期 ４２,６６３ △ ９,６２７ △ ８,７８０ △ ７,６１６ 

  

３．２１年３月期の連結受注高・売上高予想（平成２０年４月１日～平成２１年３月３１日） 

 (単位：百万円未満切捨) 

受   注   高 売    上    高 
区  分 

第２四半期連結累計期間 通   期 第２四半期連結累計期間 通   期 

電子部品組立機 ４８,５００ ８３,０００ ４８,０００ ８３,０００ 

工 作 機 械 ９,０００ １９,０００ ８,５００ １９,０００ 

そ の 他 ５００ １,０００ ５００ １,０００ 

合 計 ５８,０００ １０３,０００ ５７,０００ １０３,０００ 

 



 

 

 

４．連結受注高・売上高の実績 

 

前連結会計年度（平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日） 

(単位：百万円未満切捨) 

区  分 受注高 構成比 売上高 構成比 受注残高 構成比

 % % %

電子部品組立機 ７４,４９１ 76.8 ７８,４４２ 77.0 ７,６８３ 46.7

工 作 機 械 １８,２６７ 18.8 １８,７０８ 18.4 ８,５３２ 51.9

液 晶 関 連 ２,９４０ 3.0 ３,４８３ 3.4 ３９ 0.2

そ の 他 １,３４９ 1.4 １,２５７ 1.2 ２００ 1.2

合 計 ９７,０４９ 100.0 １０１,８９２ 100.0 １６,４５６ 100.0

 

 

当連結会計年度（平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日） 

(単位：百万円未満切捨) 

区  分 受注高 構成比 売上高 構成比 受注残高 構成比

      %      %      %

電子部品組立機 ９１,６０６ 83.9 ８８,１２０ 82.6 １１,２０９ 58.9

工 作 機 械 １６,７７０ 15.3 １７,５５９ 16.5 ７,７４２ 40.7

そ の 他 ８６５ 0.8 ９８５ 0.9 ７９ 0.4

合 計 １０９,２４２ 100.0 １０６,６６５ 100.0 １９,０３２ 100.0

 

 

５．２１年３月期の主な科目の連結予想（平成２０年４月１日～平成２１年３月３１日） 

(単位：百万円未満切捨) 

２０年３月期 （実 績） ２１年３月期 （予 想） 

科   目 

中  間  期 通      期 第２四半期連結累計期間 通      期 

設 備 投 資 額 ８０４ ２,６３７ ２,５００ ４,５００ 

減価償却実施額 １,６５４ ３,１３２ １,３００ ２,６００ 

研 究 開 発 費 ２,２１５ ４,３３８ ２,３００ ４,６００ 

 



 

 平成２０年３月期 個別決算発表（参考資料）  
平成２０年５月１５日 

 

富士機械製造株式会社 
（コード番号 ６１３４ 名証第一部） 

 

１．２１年３月期の業績予想（平成２０年４月１日～平成２１年３月３１日） 

(単位：百万円未満切捨) 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 

第２四半期累計期間 
５４,０００ 

(△  2.8%) 

９,５００ 

 (△ 20.1%) 

９,７００ 

 (△ 18.0%) 

５,７００ 

 (△ 20.0%) 

通 期 
９７,０００ 

(△  2.5%) 

１５,０００ 

 (△ 24.2%) 

１５,３００ 

 (△ 20.2%) 

９,０００ 

 (△ 19.9%) 

（注）カッコ書きは対前年同期増減率であります。 

 

２．過去６年間の売上高・収益の実績推移 

(単位：百万円未満切捨) 

期 別 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当期純利益 

平成 20 年３月期 ９９,５３１ １９,７８９ １９,１８１ １１,２３６ 

19 年３月期 ９５,２４２ １６,９０３ １７,０１９ ９,９４６ 

18 年３月期 ８４,３４４ １０,４４７ １０,５９９ １１,２６０ 

17 年３月期 ６４,９６３ ２,２６１ ２,４２２ １,１７３ 

16 年３月期 ５６,４０８ １,０１５ １,０１４ △ ２,４９４ 

15 年３月期 ３９,７３２ △ ８,５７４ △ ８,０７３ △ ７,２２３ 

 

３．２１年３月期の受注高・売上高予想（平成２０年４月１日～平成２１年３月３１日） 

(単位：百万円未満切捨) 

受   注   高 売    上    高 
区  分 

第２四半期累計期間 通   期 第２四半期累計期間 通   期 

電子部品組立機 

(うち輸出高) 

４６,０００  

(４１,０００) 

８０,０００ 

(７２,０００)

４６,０００  

(４１,０００) 

８０,０００ 

(７２,０００)

工 作 機 械 

(うち輸出高) 

８,０００  

( ３,０００) 

１７,０００ 

( ６,０００)

８,０００  

( ３,０００) 

１７,０００ 

( ６,０００)

合 計 

(うち輸出高) 

５４,０００  

(４４,０００) 

９７,０００ 

(７８,０００)

５４,０００  

(４４,０００) 

９７,０００ 

(７８,０００)

 

 

 

 



 

 

 

４．受注高・売上高の実績 

 

前事業年度（平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日） 

(単位：百万円未満切捨) 

区  分 受注高 構成比 売上高 構成比 受注残高 構成比

      %      %      %

電子部品組立機 

（うち輸出高） 

７０,３０１

（６１,９３３)

78.8

(69.4)

７４,９４５

（６６,９８０)

78.7

(70.3)

６,２３１

（ ４,７２１)

46.7

(35.4)

工 作 機 械 

（うち輸出高） 

１５,５９５

（ ６,０２１)

17.5

( 6.7)

１６,４０７

（ ５,１７４)

17.2

( 5.4)

７,０６０

（ ３,９８３)

53.0

(29.9)

液 晶 関 連 

（うち輸出高） 

２,９４０

（ ２,６４１)

3.3

( 3.0)

３,４８３

（ ２,８０８)

3.7

( 3.0)

３９

（    ３９)

0.3

( 0.3)

そ の 他 

（うち輸出高） 

３８２

（     ０)

0.4

( 0.0)

４０５

（     ０)

0.4

( 0.0)

－

（     －)

-

(   -)

合 計 

（うち輸出高） 

８９,２１９

（７０,５９６)

100.0

(79.1)

９５,２４２

（７４,９６４)

100.0

(78.7)

１３,３３１

（ ８,７４４)

100.0

(65.6)

 

 

当事業年度（平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日） 

(単位：百万円未満切捨) 

区  分 受注高 構成比 売上高 構成比 受注残高 構成比

      %      %      %

電子部品組立機 

（うち輸出高） 

８７,２３８

（７９,１２７)

85.1

(77.2)

８３,４７０

（７５,４１０)

83.9

(75.8)

１０,０３９

（ ８,４７９)

61.5

(51.9)

工 作 機 械 

（うち輸出高） 

１５,２７７

（ ４,５１９)

14.9

( 4.4)

１６,０６１

（ ６,４６７)

16.1

( 6.5)

６,２７６

（ ２,０３５)

38.5

(12.5)

合 計 

（うち輸出高） 

１０２,５１６

（８３,６４７)

100.0

(81.6)

９９,５３１

（８１,８７７)

100.0

(82.3)

１６,３１６

（１０,５１４)

100.0

(64.4)

 

５．２１年３月期の主な科目の予想（平成２０年４月１日～平成２１年３月３１日） 

(単位：百万円未満切捨) 

２０年３月期 （実 績） ２１年３月期 （予 想） 

科   目 

中  間  期 通      期 第２四半期累計期間 通      期 

設 備 投 資 額 ６９６ ２,４５２ ２,５００ ４,５００ 

減価償却実施額 １,５３５ ２,９０４ １,２００ ２,４００ 

研 究 開 発 費 ２,２１８ ４,３４１ ２,３００ ４,６００ 
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